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Abstract 

有機エレクトロニクスの発展において、電子（もしくは正孔）輸送性をもつ共役高分子材料の開

発は大きな役割を担ってきた。一方、電子とイオンの両方を輸送する「混合伝導性」を持つ高分

子に近年注目が集まっており、有機電気化学トランジスタ(OECT)のチャネル層への利用が行われ

ている。OECT 素子は水中で動作可能、高い生体親和性を有する特長からバイオセンサや神経模

倣素子等のバイオエレクトロニクス分野での応用が検討されている。講演者はこれまでに高分子

ナノ構造薄膜[1]やナノ薄膜におけるイオン拡散挙動[2]を研究しており、これらの観点から最近で

は OECT 研究に参入している。本講演では①素子応答速度の自在制御に向けたポリマーブレンド

の利用と神経模倣素子応用[3]、②オペランド固体 NMR を用いた素子動作機構の解明[4]、③有機

無機ハイブリッド膜を基板に用いたフレキシブル OECT 素子[5]について概要を紹介する。これら

のトピックスの紹介を通じて、OECT 素子の動作素過程における要点である「水で膨潤した共役

高分子架橋膜へのイオン注入・抽出過程」の分子論的な理解に向けた議論を、特に高分子材料の

集合構造との関連性について行う。 
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